
森
林
や
木
材
の
博
物
館
へ

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

森林や木材に関する博物館に行ったことがありますか？
森林のしくみや、知っているようで知らない木材の歴史、
好奇心を刺激する様々な展示物など、
博物館には多くの発見が待っています。
特集②では、そんな博物館をご紹介します。

special edition
特 集 2

　
木
材
関
連
の
企
業
が
集
ま
る
新
木
場
の
木

材
・
合
板
博
物
館
は
、
日
本
で
合
板
製
造
が

は
じ
ま
っ
て
か
ら
1
0
0
年
を
迎
え
た
平
成

19
年
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
３
階
に
あ
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
森
林

と
の
関
わ
り
を
身
近
な
テ
ー
マ
で
学
べ
る「
木

の
姿
と
樹
種
い
ろ
い
ろ
」、
形
を
変
え
て
生
活

を
支
え
て
い
る
木
の
情
報
を
知
る「
木
の
こ
と

い
ろ
い
ろ
」、
森
林
と
地
球
関
係
に
つ
い
て
学

ぶ「
木
材
利
用
と
地
球
環
境
」、
身
近
に
あ
る

合
板
に
つ
い
て
学
ぶ「
合
板
を
知
ろ
う
」、
江

戸
か
ら
現
代
の
木
場
の
変
遷
を
見
る「
木
の
ま

ち
の
昔
と
今
」の
５
つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
展

示
が
あ
り
ま
す
。

　
木
材
の
見
本
や
合
板
を
製
造
す
る
機
械
も

多
数
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
珍
し
い

身
近
な
合
板
と
地
球
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

木
材
・
合
板
博
物
館

●利用案内
　開館時間　10：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30まで）
　入館料　無料
　休館日　月曜日、火曜日、祝日、年末年始
●交通アクセス
　・ＪＲ京葉線・東京メトロ有楽町線・東京り
　　んかい高速鉄道新木場駅より徒歩７分
　・バス
　　東京メトロ東西線東陽町駅「２」のりば/木
　　11甲・木11折返「新木場一丁目バス停」下
　　車、徒歩１分
●所在地・お問い合わせ
　〒136-8405　東京都江東区新木場一丁目７番22号
　新木場タワー３F・４F　TEL 03-3521-6600
●ホームページ　http://www.woodmuseum.jp/

の
は
丸
太
か
ら
単
板
を
作
る
機
械
・
ベ
ニ
ヤ

レ
ー
ス
で
す
。
稼
働
模
型
は
世
界
に
１
台
、

こ
こ
に
し
か
な
い
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
４
階
に
あ
る「
も
の
づ
く
り
コ
ー
ナ

ー
」で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
木
工
教
室
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
※
木
の
動
物
が
作
れ
る
ワ
ン
コ
イ
ン
工
作

（
参
加
費
5
0
0
円
・
所
要
時
間
１
時
間
）は
、

開
館
日
の
15
時
30
分
ま
で
随
時
参
加
可
能
。

そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

木材・合板博物館3階エントランス

木工教室
（４階ものづくりコーナー）

合板を知ろう（３階）

ベニヤレース（３階　水・土曜日14時から実演あり） 木のこといろいろ（３階）
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青
森
市
森
林
博
物
館
は
、
青
森
県
産
ヒ
バ

材
を
主
に
利
用
し
た
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
式
木
造

建
物
で
旧
青
森
営
林
局
庁
舎
を
利
用
し
て
、

昭
和
57
年
11
月
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
明
治
41
年
11
月
、
本
州
北
端
の
地
に
建
設

さ
れ
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
由

緒
あ
る
建
物
の
本
館
部
分
を
修
復
保
存
し
、

自
然
・
森
林
と
人
間
生
活
の
関
わ
り
な
ど
を

学
べ
る
よ
う
、
本
格
的
に
工
夫
さ
れ
た
全
国

初
の
森
と
木
を
考
え
る
博
物
館
で
す
。

　

１
階
に
は
、「
森
と
仲
間
達
」、「
木
と
暮
ら

し
」、「
森
を
育
て
る
」の
３
つ
の
展
示
室
が
あ
り
、

自
然
の
し
く
み
や
、
緑
の
あ
る
生
活
と
文
化
、

林
業
な
ど
の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
郷
土
玩
具
や
木
の
オ
モ
チ
ャ
、
遊
具
な
ど

が
あ
る
遊
び
と
発
見
の
部
屋
も
あ
り
ま
す
。

　
２
階
に
は
、「
雪
と
ス
キ
ー
」、「
青
森
と
ヒ

バ
」の
２
つ
の
展
示
室
が
あ
り
、
風
雪
の
特
徴

や
一
本
ス
ト
ッ
ク
の
展
示
を
は
じ
め
、
八
甲

田
山
の
雄
大
な
樹
氷
美
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
映
画「
八
甲
田
山
」の
ロ
ケ
に
も
使
わ

れ
た
、
明
治
の
雰
囲
気
を
の
こ
す
旧
営
林
局
長

室
が
特
別
室
と
し
て
復
元
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
と
人
間
の
結
び
つ
き
を

テ
ー
マ
に
し
た
博
物
館

青
森
市
森
林
博
物
館

　
仁
別
森
林
博
物
館
は
、
秋
田
市
北
東
部
の

森
林
地
帯
に
あ
る
林
業
専
門
の
博
物
館
で
す
。

　
館
内
に
は
、「
仁
別
の
森
」の
紹
介
、
天
然

秋
田
ス
ギ
美
林
の
成
り
立
ち
、
仁
別
森
林
鉄

道
、
東
北
森
林
管
理
局
の
取
組
、
地
域
の
森

林
や
林
業
の
歴
史
の
様
々
な
取
組
に
つ
い
て

の
テ
ー
マ
展
示
や
体
験
コ
ー
ナ
ー

な
ど
が
あ
り
、
林
業
や
秋
田
ス
ギ
、

仁
別
の
自
然
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
博
物
館
正
面
に
は
森
林

鉄
道
で
活
躍
し
た
貴
重
な
機
関
車

も
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
周
辺
に
は
、
樹
齢

2
0
0
年
を
超
え
る
天
然
秋
田
ス

ギ
の
林
も
あ
っ
て
、
散
策
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

豊
か
な
自
然
の
中
で
林
業
や

自
然
に
つ
い
て
学
ぶ
博
物
館

仁に

別べ
つ

森
林
博
物
館

●利用案内
　開館時間　９：00～16：30
　入館料　一般240円、高校・大学生120円
　　　　　70歳以上の市民および中学生以
　　　　　下は無料
　休館日　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）、
　　　　　年末年始
●交通アクセス
　ＪＲ青森駅西口より徒歩10分
●所在地・お問い合わせ
　〒038-0012
　青森県青森市柳川２丁目４番37号
　TEL 017-766-7800
●ホームページ
　http://www.aomori-shi.
shinrinhakubutsukan.jp/

●利用案内
　開館期間　平成25年５月19日～11月４日
　開館時間　５月～９月　10：00～17：00
　　　　　　10月～11月 10：00～16：00
　入館料　無料
　休館日　火曜日、水曜日、木曜日
　　　　　（ただし祝祭日及び８月13日、８
　　　　　月15日を除く）
　※悪天候や林道の状況により、予告なく臨
　　時休館することがあります。
●交通アクセス
　・ＪＲ秋田駅より車で50分
　　※ＪＲ秋田駅からの公共交通機関はありません
　・秋田自動車道 秋田中央ICより車で50分
●所在地・お問い合わせ
　仁別森林博物館
　〒010-0824
　秋田県秋田市仁別字務沢国有林22林班
　TEL 018-827-2322
●ホームページ
　http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/
introduction/gaiyou_kyoku/nibetu/

重厚な雰囲気を漂わせる博物館の外観

津軽森林鉄道 (日本で最初の森林鉄道) 
で活躍した機関車展示

特別室（旧営林局長室）

第４展示室「青森とヒバ」（２階）

仁別森林博物館外観

自然が豊かな博物館周辺

実物の森林鉄道車両の展示

12のテーマ展示がある館内
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本
多
静
六
博
士〔
慶
応
2
年（
1
8
6
6
）〜

昭
和
27
年（
1
9
5
2
）〕は
、
日
本
最
初
の
林

学
博
士
と
し
て
日
本
の
造
林
学
・
造
園
学
の

基
礎
を
築
く
と
と
も
に
、
東
京
の
日
比
谷
公

園
、
明
治
神
宮
の
森
を
は
じ
め
、
埼
玉
県
の

大
宮
公
園
な
ど
、
日
本
各
地
を
代
表
す
る
数

百
に
も
及
ぶ
公
園
の
設
計
に
携
わ
っ
た
人
物

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
本
多
静
六
記

念
館
は
、
本
多
静
六
博
士
の
没
後
60
年
を
記

念
し
、
顕
彰
事
業
の
一
環
と
し
て
埼
玉
県
久

喜
市
が
整
備
し
ま
し
た
。

　
館
内
に
は
、
本
多
静
六
博
士
が
設
計
改
良

に
携
わ
っ
た
公
園
・
発
展
策
を
提
言
し
た
観

光
地
の
ポ
ス
タ
ー
展
示
や
生
い
立
ち
の
紹
介
、

林
学
者
・
公
園
設
計
等
に
関
す
る
業
績
、
人

生
哲
学
と
社
会
貢
献
な
ど
の
ほ
か
、
博
士
が

生
ま
れ
育
っ
た
久
喜
市
菖
蒲
地
区
の
歴
史
と

暮
ら
し
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
最
初
の
林
学
博
士
本
多
静
六
博
士
の

事
績
を
振
り
返
る
記
念
館

本
多
静
六
記
念
館

●利用案内
　開館時間　９：00～17：00
　入館料　無料
　休館日　土曜日、祝日、年末年始
●交通アクセス
　・ＪＲ高崎線桶川駅東口より朝日バス「菖
　蒲車庫」行き、「新堀」下車徒歩10分
　・ＪＲ宇都宮線久喜駅西口より朝日バス
　　「菖蒲仲橋」行き、終点下車徒歩10分
　・自動車　圏央道（首都圏中央連絡自動車
　道）白岡菖蒲ＩＣより５分

●所在地
　〒346-0192　埼玉県久喜市菖蒲町新堀38
久喜市菖蒲総合支所５階
●お問い合わせ
　久喜市菖蒲総合支所　総務管理課
　TEL 0480-85-1111

　
木
曽
の
森
林
鉄
道
は
大
正
５
年（
1
9
1
6

年
）か
ら
昭
和
50
年（
1
9
7
5
年
）ま
で
、
お

よ
そ
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
木
材
輸
送
と
地
域

住
民
の
足
と
し
て
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
森
林
鉄
道
記
念
館
は
、
手
押
し
の
ト
ロ
ッ

コ
か
ら
、
蒸
気
機
関
車
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

車
の
導
入
ま
で
の
歴
史
が
わ
か
る
資
料
館
で

す
。
大
正
時
代
か
ら
活
躍
し
た
森
林
鉄
道
の

機
関
車
や
客
車
、
資
料
な
ど
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
館
内
に
は
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ン
蒸
気
機
関
車
が
展
示
さ
れ
て
い
て
、
天
気

の
良
い
日
に
は
記
念
撮
影
の
た
め
に
車
庫
か

ら
出
て
、
そ
の
勇
姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
森
林
鉄
道
記
念
館
か
ら
は
、
森
林
鉄
道
の

存
続
を
望
む
声
に
応
え
て
保
存
さ
れ
て
い
る

往
復
2
．
2
k
m
の
赤
沢
森
林
鉄
道
に
乗
る

こ
と
も
で
き
ま
す（
有
料
）。
往
復
約
25
分
間
、

当
時
の
面
影
を
今
に
残
す
天
然
林
の
風
景
の

中
を
走
る
森
林
鉄
道
を
楽
し
め
ま
す
。

木
曽
林
業
を
支
え
た
森
林
鉄
道
の

勇
姿
を
今
に
伝
え
る
記
念
館

森
林
鉄
道
記
念
館

●利用案内
　開館期間　平成25年４月27日～11月７日
　　　　　　（期間中無休）
　開館時間　９:00～16:00
●交通アクセス
　・塩尻ICから車で90分[65km] 
　・中津川ICから車で90分[65km] 
　・JR中央本線上松駅からバスで30分
●所在地
　〒399-5607
　長野県木曽郡上松町小川入国有林
●お問い合わせ
　上松町観光情報センター
　TEL 0264-52-1133 

記念館内部の全景

本多静六博士が設計した日比谷公園の模型

関係図書の展示コーナー 博士愛用の詰襟服（複製）

展望客車（左）とボギー式
ディーゼル機関車

理髪車

ボールドウィン蒸気機関車（左）と
ディーゼル機関車

森林鉄道記念館入り口

館内展示コーナー

林内を走行する森林鉄道
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竹
製
品
の
歴
史
は
古
く
、
縄
文
時
代
に
さ

か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
の
竹

工
芸
品
は
平
安
時
代（
８
〜
12
世
紀
）に
は
じ

ま
っ
た
も
の
で
、
茶
道
具
や
華
道
用
具
、
室

内
装
飾
品
な
ど
幅
広
い
用
途
に
用
い
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
茶
の
湯
文
化
と
深
い

関
わ
り
を
も
ち
、
桃
山
時
代
以
降
、
大
き
な

発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
京
都
市
洛
西
竹
林
公
園
内
に
あ
る
竹
の
資

料
館
の
展
示
室
で
は
、
竹
の
歴
史
的
な
背
景

や
珍
し
い
生
理
・
生
態
、
開
花
現
象
や
竹
の

タ
ネ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

発
明
王
と
呼
ば
れ
た
ト
ー
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン

が
マ
ダ
ケ
を
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
と
し
て
作
っ
た

電
球
の
復
元
模
型
を
は
じ
め
、
茶ち

ゃ
せ
ん筅
や
剣
道

用
竹
刀
、
尺
八
な
ど
竹
に
関
す
る
資
料
も
数

多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

隣
接
す
る
生
態
園
に
は
、
各
地
か
ら

1
1
0
種
に
お
よ
ぶ
竹
・
笹
が
集
め
ら
れ
、

竹
林
美
の
自
然
鑑
賞
と
竹
の
生
態
が
観
察
で

き
ま
す
。

縄
文
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、

竹
の
す
べ
て
が
わ
か
る
資
料
館

竹
の
資
料
館

　
屋
久
杉
自
然
館
で
は
、
世
界
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
い
る
屋
久
島
と
屋
久
杉
の
特
徴
や
森
の
成

り
立
ち
、
屋
久
杉
利
用
の
歴
史
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
本
館
館
内
に
は
、
日
本
一
太
い
杉
と
い
わ
れ

る
縄
文
杉
の
大
枝「
い
の
ち
の
枝
」を
は
じ
め
、

屋
久
杉
の
利
用
・
伐
採
の
歴
史
の
展
示
や
迫
力

の
記
録
映
像
、
植
物
分
布
が
一
目
で
分
か
る
ジ

オ
ラ
マ
、
屋
久
島
の
生
き
物
な
ど
の
情
報
が
わ

か
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
屋
久
島
と
屋
久
杉
は

も
ち
ろ
ん
、
島
の
伝
統
文
化
や
産
業
に
つ
い
て

も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
久
杉
探
検
館
に
は
樹
齢

1
，6
6
0
年
の
屋
久
杉
や
、
屋
久
杉
と
屋
久

島
の
森
の
あ
ゆ
み
、
森
林
の
生
態
と
人
々
の
か

か
わ
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
高
さ
5
m
、
重
さ
8
t
の
巨
大

根
株
展
示
や
庭
園
の
あ
る
別
館
、
平
成
12
年
に

毛
利
宇
宙
飛
行
士
と
宇
宙
を
飛
ん
だ
ヤ
ク
ス
ギ

の
種
か
ら
育
っ
た
宇
宙
ヤ
ク
ス
ギ
な
ど
の
屋
外

展
示
も
あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
屋
久
島
と
屋
久

杉
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

屋
久
島
と
屋
久
杉
を

知
る
博
物
館

屋
久
島
町
立 

屋
久
杉
自
然
館

●利用案内
　開館時間　９:00～17:00
　入館料　無料
　休館日　水曜日、年末年始
●交通アクセス
　阪急京都線桂駅下車市バス「西3・西8
系統」で「南福西町」下車徒歩5分
●所在地・お問い合わせ
　〒610-1112
　京都府京都市西京区大枝北福西町
　２丁目300-３（京都市洛西竹林公園）
　TEL 075-331-3821
●ホームページ
　http://www17.ocn.ne.jp/̃park/
B.html

●利用案内
　開館時間　９：00～17：00
　　　　　　 (入館は16:30まで)
　入館料　大人600円、高校・大学
　　　　　生400円、小・中学生
　　　　　300円
　休館日　毎月第一火曜日、年末年始
●交通アクセス
　屋久島交通バス「まつばんだ交通
バスヤクスギランド」行きで「屋久
杉自然館前」下車
●所在地・お問い合わせ
　〒891-4311
　鹿児島県熊毛郡屋久島町安房
2739-343
　TEL 0997-46-3113
●ホームページ
http://yakusugi-museum.com/

竹の資料館外観

竹のフィラメントで点灯するエジソン電球

竹の歴史や生態を紹介する展示パネル

様々な竹の種類や
工芸品を紹介する展示コーナー

樹齢1,660年の屋久杉が
展示されている屋久杉探検館

屋久杉自然館外観

本館内に展示されている縄文杉「いのちの枝」
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